
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２１年 ６月 １日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 
 ロボットコンテストをはじめとする、いわゆるものづくり教育は、学習者の創造力を育成す

るのに効果的といわれている。しかし、創造力の評価は指導者の主観によることが多い。本研

究では、創造力の一部である、物理現象を捉える能力に注目して、評価方法の確立を目指した。

学習者の創造の過程を考察した結果、2 種類の物理現象を捉える能力を測るテストを作った。

そのテストを用いた実験の結果、ロボットコンテストを行うことにより学習者の物理現象を捉

える能力が有意に上昇すること、学習者の作業量と物理現象を捉える能力の上昇にはある程度

の関係があることが明らかになった。 
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研究分野： 
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１．研究開始当初の背景 
 ロボットコンテストをはじめとする、いわ
ゆるものづくり教育は、学習者の創造力を育
成するのに効果的といわれている。しかし、
創造力の評価は指導者の主観によることが
多い。つまり、ロボットコンテストは、指導
者が創造力育成に効果的と感じているもの
の、曖昧な評価しか行えない教材といえる。
そのため、実施されていない教育機関も多く
存在する。また、実施されたとしても、学習

効果が曖昧であるため、内容の変更に関して
は、指導者の主観や経験に基づいて行うしか
ないのが現状である。 
 
２．研究の目的 

本研究は、ロボットコンテストの学習効果
を明らかにし、評価方法を確立することによ
り、ロボットコンテストを教育機関で実施す
る際のガイドラインの作成を目的としてい
る。今回の研究では、ロボットコンテストの
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学習効果する方法として、創造力の一部であ
る、物理現象を捉える能力を評価する方法を
確立することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 研究の方法として、最初に学習者がロボッ
トを製作、調整する際にどのような過程と作
業で学習を行なっているかを考察する。そし
て、その過程で学習者がどのような作業で物
理現象を捉えているかを考察し、それを評価
するテストを作成する。その後、そのテスト
を用いて、ロボットコンテストによって学習
者の物理現象を捉える能力がどのように変
化したかを調査する。 
 
４．研究成果 
 今回、学習者がロボットを製作する過程を
考察した結果、学習者のロボットを創造する
過程は、大きく分けて下の 3つになる。 
 
（1）どのようなロボットを作るかの考察 
（2）実際の製作 
（3）ロボットを調整、改造する 
 
この過程は、一般には PDCA サイクルやスパ
イラルモデルと呼ばれる過程でもある。その
際、1、3の過程において、学習者が物理現象
を捉える過程が 2回あることがわかった。そ
の際、考察の段階では、頭の中にあるイメー
ジから観察を行ない、ロボットを調整、改造
する段階では、実際にあるロボット、または
その一部から観察していることがわかった。 
そこで、物理現象を捉える能力を評価するペ
ーパーテストを 2種類作成した。 
 次に、作成したテストを用いて、ロボット
コンテストを行うことにより、学習者の物理
現象を捉える能力がどのように変化するか
を測定した。その結果、3 つの研究成果があ
った。 
 
（1）2006 年に、イメージからの物理現象を
捉える能力を評価する実験を行なった。その
結果、学習者の物理現象を捉える能力が変化
していることを評価できた（事前テストの平
均＝7.43，事後テストの平均＝13.22，両側
検定：t(37)＝2.02，p＜0.01）。 
 
（2）2007 年度に、イメージからの物理現象
を捉える能力と学習者の作業量の関係を調
査した。その結果、能力の変化と作業量には、
ある程度の相関があることがわかった。 
 
（3）2008 年度に、実際にあるロボットから
の物理現象を捉える能力を評価する実験を
行なった。その結果、学習者の物理現象を捉
える能力が変化していることを評価できた
（事前テストの平均＝7.48，事後テストの平

均＝13.05，両側検定：ｔ(41)＝1.59e-15，p
＜0.01）。 
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